ルーヴル美術館展　～地中海四千年のものがたり～
「地中海」は、古代よりエジプト文明やエーゲー文明が花開き、後には西洋の古典の礎となるギリシャ・ローマ文明が誕生した由緒ある地である。
「ルーヴル美術館展」（東京都美術館　2013.7.20〜9.23）は、全８美術部門が総力を挙げて「地中海」をテーマに、西洋と東洋の文化を結ぶ古代から19世紀のおよそ四千年を超える時代の「絵画、彫刻、美術工芸品、素描・版画など200点を超える収蔵品」を展示する壮大な企画で開催されている。
注目点は、紀元前４世紀末に作られたルーヴルの女神「アルテミス」（通称ギャビーのディアナ）（写真）の、古代ギリシャ部門の秘蔵っ子の彫刻レプリカが、200年の歳月を経て初めて、館外（本邦初公開）に出品されていることである。
この「アルテミス」は、18世紀にローマ近郊で発掘されてギリシャ神話に登場する狩猟・純潔の女神で、後に「月の女神」になったものである。
清楚な容貌と肩に手をやる自然なたたずまいに、ギリシャ風の短い衣装で衣の襞の表現が生む優美さが素晴らしい貴重な「模刻」が展覧会の目玉である。
絵画は、「コロー」のメランコリックな抒情性が魅力の人物画「ハイディ」や、ロココ美術の華麗な作品で名高いフランスの画家「シャセリオー」の「薄布を持っての踊り」「アルジェリア、バルニーのユダヤの女性たち」が見物である。
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